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今回の給食だよりは、
１ページ･･･小尾教頭先生より
２ページ･･･給食委員会の活動
３ページ･･･摂食指導研修会の様子
４ページ･･･千頭和栄養士の話
☆手洗いうがい、食事や睡眠などに気を付け、規則正しい生活を心がけましょう。

おいしい・たのしい・うれしいの時間

「いちばんすきなのは おりょうりすること たべること」
私の好きな絵本『ぐりとぐら』（中川李枝子 作、大村百合子 絵）の一節です。おい
しいにおいに誘われて、たくさんの動物が集まり、輪になってかすてらを食べるシーン
は、大人になった今でも鮮明に記憶しています。
４月、あけぼの支援学校に異動してきて初めての給食。カリフラワーをかじりとる練習
をしている児童、「次は何を食べようか？」と２つのメニューから自分で選び食べてい
る生徒、経管栄養で栄養や水分を摂っている子供のそばにお皿を近づけ「今日はハン
バーグだよ。いいにおいがするね。」と声をかけておいしさを共有するなど、一人一人
に合わせて健康の維持、食べる機能の向上、コミュニケーションを大切にしながら五感
を使って食べることをたのしむ様子が見られました。食べることは、力の源、元気の源、
笑顔の源であり、心を満たすもの、成長の機会でもあると思える時間でした。

７月のある日、給食後に６号棟を訪ねると、児童から「先生、初めてスイカを食べた
よ。」とうれしい報告がありました。子供たちは中庭でキュウリ、トマト、ナス、スイ
カ…様々な野菜を育てています。自分たちで苗を植え、水をやり、収穫する体験を通し
て、野菜への興味関心が高まったのでしょう。「食べてみようかな」という気持ちがわ
き、苦手だった野菜を克服できた喜びが、その子の笑顔と自信につながったのだと感じ
られました。こうした子供たちの「できた！」という瞬間に出会えることは、私たち教
師にとってとても幸せな時間です。
このような給食の時間の様子や、学校生活で多くのことを学び、変化＝成長している

子供たちの姿は、本校ホームページ『あけぼのブログ』に紹介されています。ぜひ、ご
覧になってください。
最後に、給食業務を委託しているレパストさん、センターの関係職員、そして保護者

の皆様のご理解とご協力に、心より感謝申し上げます。これからも、情報共有や研修を
重ねながら、子供たちが「おいしい・たのしい・うれしい」と感じられる給食の時間と
環境を提供できるよう努力を続けていきたいと思います。

あけぼのブログで学校の
様子を発信しています。
←こちらからどうぞ！
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今年度、給食のお手伝いをしてくれる委員が決定
し、活動を始めています。

１１月２６日（火）にあけぼの支援学校創立５０周年記念式典があります。
この日をあけぼの支援学校のお誕生日会として、「豪華な給食にした

い！」と考え、給食委員会のメンバーが中心となり、『給食総選挙』を行い
ました。ハンバーグ、ホットドッグ、とんかつ、からあげ、カレーうどん、
オムライスの６種類の候補の中から、１番投票が多かったメニューが１１月
２６日の給食のメニューになります。清き一票をよろしくお

願いします！

高等部の給食委員会のメンバーが中心となり、
給食総選挙の演説にも気合が入ります！

投票用紙です。よろしくお願
いします！

それぞれの委員が、自分の仕事
に責任をもって取り組みました。

自分の好みは、どの香りかな？

注入の児童生徒にとって、食材やメニューを五感で味わうことはとても大切な学びにつながります。
給食総選挙は、全校児童生徒、全教職員が投票できることから、注入の児童生徒が目で見て、香り

を嗅いで選ぶ活動ができるように、ハンバーグやパン、カレー粉、ソース、ケチャップ、生姜醤油と
「香りグッズ」を用意しました。
児童生徒は香りを嗅いで好みのメニューを選んだり、家族の好きなものを調べたりして、どのメ

ニューにしようかを考え、投票しました！

からあげ、楽
しみですね！

投票の結果１番多くみんなの票を集めたのは・・・

からあげ でした！

上位３品は、第１位 からあげ （２６票）
第２位 オムライス（２２票）

とんかつ （２２票）
となりました。
カレーうどん、ホットドッグ、ハンバーグ・・・ど
れも悩むほど、僅差の結果でした。

投票日を忘れずに！



夏休み中の８月、山梨口腔保健センターの小澤章先生を招聘し、摂食指導研修会が行われました。今
回は、食べる機能の障害について、前半に食べる機能の発達の基本について講義をいただき、後半、事
例の映像を見て気が付いたことやどんなところができていて、課題点は何かについてグループで話し合
い、意見を出し合いました。
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事例の映像を見ながら、教員間で意見を出し合うことで、捕食機能、咀嚼
機能、食べる姿勢、食べる意欲、食形態等、色々な視点から子どもたちが
食べる様子について考えることができました。教師が子どもたちの摂食機
能を高めていくために、見る目を養い、子どもたちの状態を総合的に把握
することが大切であると研修で学びました。今後も保護者の方々や関係機
関と情報共有を大切にしながら取り組んでいきたいと思います。

・食べる機能は生まれた時からもっているわけではなく、学習して獲得するものである。
・食べ物の物性を認知する力が大切。
（目の前の食べ物を見て、口に入れて食べ物の形状を把握し、押しつぶすのか、咀嚼するのか等、
どのように処理するのかを判断する力）

・咀嚼ができているか観察する手がかりとして、左右どちらの歯で噛んでいるのかが見て分かるか
どうか確認するとよい。

・食塊形成（食べ物を唾液と混ぜながら飲み込みやすい形状にした塊。嚥下する直前の形状）の力は、
咀嚼が上達する中で獲得していく。

・乳児嚥下と成人嚥下の違いを理解することが大切。
乳児嚥下は、舌が突出して口を開けたまま飲み込む丸呑みの状態。おっぱいを飲む時と同じ動き。成
人嚥下は、口を閉じて嚥下ができる状態。乳児嚥下の動きが見られる場合は、成人嚥下を身に付けて
いくために、捕食（食べ物を取り込む力）と押しつぶす力を高めていくことが大切となる。
・水分摂取の機能の獲得は、咀嚼機能獲得期の時期に獲得を目指して取り組み始める。その際、顎を
固定させて上唇を水面につける（触れる）ことが大切である。

・手づかみ食べは手でつかんだ食べ物を確実に口元までもっていくことができるように取り組む。ま
た、口元まで運んだ食べ物を前歯で一口量かじりとることができるようにする。それができたところ
で、スプーンで食べる練習に取り組む。スプーンで食べることが上達してからフォークを使う。
フォークを３指握りで使えるようになってから箸を使うとよい。

・子どもたちの実態によって成長のスピードや発達の順序は様々なので、様子を見ながら適切な時期
に介助方法の工夫、食形態、食べる姿勢の見直し、食具の使用等、適切な指導ができるようにする。

【講義のまとめ】

摂食指導研修会



「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがやわらぎ、過ごしや
すい気候になりました。秋は、お米や大豆、里いもなど、昔から日本人の食生
活に欠かすことのできない作物が収穫を迎える季節です。また、漢字で「秋刀
魚」と書くサンマをはじめ、サケ、サバ、カツオなどの魚は、秋になると脂が
のっておいしくなります。
秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬の食べ物をおいしくいただきましょう。
あけぼの支援学校の給食にも、いろいろな秋の食べ物が登場してきます。ぜ

ひ探してみてくださいね。

栄養士さんからメッセージ

あけぼの医療福祉センター主任栄養士の千頭和です。久し
ぶりにあけぼのに戻ってきて、3年目になります。
コロナの影響が完全になくならず、以前のように皆さんの

お顔を見ることがまだ、できないのでさみしく思います。今
回は、秋の味覚の話をさせていただきました。秋はとっても
食べ物がおいしい時期です。私も、サンマや、きのこが好き
です。
ぜひ皆さんも食事を楽しんでください。


